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『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
投
稿
規
定

①
　
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会
会
員
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

②
　
会
員
の
範
囲
は
、
国
文
学
科
及
び
大
学
院
国
文
学
専
修
に
在
籍
す
る

学
生
・
専
任
教
員
（
在
職
中
の
研
究
範
囲
な
ら
ば
退
職
後
も
認
め
る
）

及
び
卒
業
生
・
修
了
生
と
す
る
。

③
　
投
稿
は
、未
発
表
の
論
文
（
資
料
紹
介・調
査
報
告
等
を
含
む
）
と
す
る
。

④
　
分
量
は
、
原
則
と
し
て
印
字
原
稿
で
五
十
四
字×

十
九
行
十
六
枚

以
内
と
す
る
（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
場
合
は
四
十
枚
以
内
）。

⑤
　
投
稿
の
受
付
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
十
月
末
日
を
締
め
切
り
と
す
る
。

投
稿
希
望
者
は
、
原
則
と
し
て
印
字
原
稿
お
よ
び
電
子
デ
ー
タ
を
編

集
担
当
宛
に
提
出
す
る
こ
と
。

⑥
　
投
稿
時
に
は
、
連
絡
先
（
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
。

印
刷
所
か
ら
直
接
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
目
的
以
外
に
は
使
用

し
な
い
）
を
編
集
担
当
ま
で
添
え
る
こ
と
。

⑦
　
投
稿
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
国
文
学
科
専
任
教
員
以
外
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
専
任
教
員
の
査
読
を
経
て
、
採
否
を
決
定
す
る
。
修
正
等

の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
、
投
稿
者
は
速
や
か
に
こ
れ
に
従
い
、
最
終

原
稿
を
十
二
月
末
日
ま
で
に
編
集
担
当
宛
に
提
出
す
る
こ
と
。

⑧
　
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
愛
知
淑
徳
大
学
に
帰
属
す
る
。

⑨
　
投
稿
者
に
は
、本
誌
（
二
冊
を
上
限
と
す
る
）
及
び
抜
き
刷
り
（
十
部
）

を
呈
す
る
。

⑩
　
本
誌
に
掲
載
さ
れ
る
論
文
は
、
原
則
と
し
て
刊
行
か
ら
本
学
図
書
館

リ
ポ
ジ
ト
リ
『A

SK
A
-R

』（https://aska-r.repo.nii.ac.jp/

）
で

公
開
す
る
。


